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庄
　齋藤 （2005）では色彩と香りの 調和ペ ア ・不調和ペ

ア を抽出 し、色彩 と香 りの マ ッ チ ン グ効果を心理学
的 ・生理学的に確認 した 。 そ の 後三浦 ・齋藤 （2006a）
で は香辛料を香 り剃激とした香 りの分類及び調和色の

検討がなされ、三浦 ・齋藤 （2006b）及び堀部他 （2006）
で は 8 つ の精油を用い て色彩と香 りの調和性につ い て

研究が行われた 。 本研究で は香 り荊臘 を 30 種に増や し、

色彩との調和陸に つ い て、よ り精度の 高い 検討を試 み

た。実験 ！で色彩の印象を整理 し、実験 n で色彩と香
りの調和度の検討を行なっ た。最後に、2 つ の実験結

果を総合し 、 色彩と香 りの 調和性 を検討した 。

実験 1　色彩の印象評定
目的 ：色彩の印象に対する評価軸を抽出する 。

方法 1

＜刺激＞PCCS か ら系統的 に 18 色 を選 出し、各々 の

色紙 （縦 6．5cm×es　9．0〔xu ）を 1枚ずつ ニ ュ
ートラル グ

レ イ　（N7 ．0）の 台紙 （縦 12DcmX 横 16．Oc：n ）に貼り

付けたカ ラ
ーカードを作成 した。色彩は 〔赤、黄、緑、

青、紫の 5 色柵 × 〔ペ
ー

ル （p）、
ビ ビ ッ ド （v）、ダ

ー
ク （dk）の 3 トーン 〕による計 15 色 の 有彩色 と、

白、灰、黒の計 3 色の無彩色である。 表 正には上段に

各色の 略号、下段に PCCS 系統色名 とマ ン セ ル 値を記
し たもの をまとめた D 以後の図表で は略号を用 い る。

れ 、 それぞれ 「甘い 一甘くない 」、「やわらかい 一
かた

い 」、「男性的な一女性的な」などか らなる M 工LD 因子 、
「軽い

一
重い 」、「淡白な一濃厚な」、「澄ん だ一濁 っ た」

などか らなる CLEAR 因子、そ して、　STRONG 因子、
PR 起FERENCE 囚子 と命名 した。

表 2．バ リマ ッ ク ス 回転後の 因子負荷量
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一
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〈被験者〉早稲田大学の学生 80名 （男性 40 名 ・女陸

40 名、平均年齢 20．69 歳）

＜手続き＞ 18 色の各色彩刺激に対し、 SD 法による 7
段階の 印象評定を行 っ た。形容詞対は 15 項 目 （表 2
を参照の こ と）を選定した。
結果 ；印象評定結果 は先行研 究 （近江2003 など）と大

差の 無 い もの で あっ た。評定結果に対して、因子分析

（最尤法、直交バ リマ ッ クス 回靭 を行っ た。結果とし

て得られた因子負荷量を表 2 に示 した。 4 因子が得 ら

案験［　色彩と香りの調和度評定

目的：色彩 と香 りの調和度を検討する。
方法 ；

〈刺激〉色彩禦瞰 は実験 1 と同様の計 18 色で あっ た。
香 り刺激は 、主にア ロ マ テ ラ ピー

に使われるエ ッ セ ン

シ ャル オイル か ら、特徴や系統を考慮 し、30種を選定

した。精油は、プラナ ロ ム社製の もの と、（掬 資生堂か

ら提供 されたもの を使用 した 。 香り刺激の
一dee

は、結

果 と共に表 3 にま とめ た。括弧内に は ア ル コ
ー

ル濃度

（％）を示 し応 これ らの濃度調整は、主観的濃度が
一
定

に なる よ う、（株）資生堂 の 調香師に委託 した。濃度調整

を行っ た香料 O．1ml を 2cm 四方の綿に染み込 ませ、
10m1 の ス クリュ

ー管に入れ、30 分放置 して アル コ
ー

ル を揮発 させ た 状態の もの を使用 した。実験は、香 り

を 6 種ずつ 5群に分けて行っ た 。

〈被験者〉早稲田大学の学生計 100名 （男性 50 名 ・

女性 50名、平均年齢 20．88歳）。被験者は 5群 （各群
20名）に分け、そ れぞれ 6 種ず つ 香りの 評定を行 っ た。
〈手続き〉香 り毎に 18 色の色彩刺激それぞれ との 調

和度を 5件法で評定させた 。 香 り毎 に 30 秒程 度の休憩

を挟み、そ の問に中和刺激で ある コ
ー

ヒ
ー

の 香 りを嗅
い で もらっ た。
結果：香 り毎に色彩との 調和度評定値の 上位 ・下位 3 色

ずつ を表 3 にまとめた。上位は評定値 3．5 以上 、 下位
は評定le　2．o 未満 の ものを太字に した。上位 3 位中で

3．0 を下回るもの しかない 場合は 「一」 とした。

．．二 二」 142 一 ニー 」
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表 3．香 りに 対す る色彩 の調和度評定結果
一
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O．589；〆 ．05）とい う重回帰式が得られた 。 これは
Mlm 因子得点と le／．水準で 正 の相関、　STRONG 閃子

得点との 5％水準で負の 相関が有意と認め られ 、 色彩
の MILD 因子得点が高い 場合と、　STRONG 因子得点
が 低い 場合にバ ニ ラとの 調杓度が高くなる こ とを示す。
以上 の検討の結果、色彩との調和性に おい て、い ずれ

か の 因子得点 との 相関が有意 と認 められた香 りを、図 1
にまとめた。 各軸にお ける香 り名の記述位置は、端か

ら順に、1％水準、5％水準、10％水準となっ て い る。

有意傾向は認め られたもの の
、 重回帰式が有意 と認 め

られ なか っ た もの は括弧付けにした 。

CLEAR （’）

　 　 　 　 　 ペ ノ｛一ミ捧
　 　 　 　 　 ウ個

一
ワリ
ー

）

　 　 　 　 　 力ロ
ー

ン

MILD←＋）

　 　 ’Sこ う　　　　　　　　（ロ
ー

スマ
1
丿
一
）

　 　 シナモン
　 　 レモ

’
m果 ff

　 　 　 　 　 オレンジスイート

　 　 　 　 　 ビラニ ウム
　 　 　 　 　 マシ ョ ラム

　 　 　 　 　 　 　 ⊂ロ
ーズマ リー）

　 　 　 　 マジョラム　　（ティ
ー
トゥリ

ー
）

　 ミルラ　　フエンネル　 〔ジ や 冫磯ン｝

　 うベ ンタ
ーoうリゼ

用
シ

　 桝

　 ベ ツバ ー

PREFERENCE （一冫

STRONG （＋〉

フランキンセンス

クラリセ
ー

ジ

　 　 　 　 PREFERENO 匸（＋）
トリフ ラ

ーtレ

ミ」レう
ラrt
’
） tg一

ヒプキ
　 　 　 ペ ッパ

ー

　 　 　 　 MILD （
一
）

色彩と香 りの調和性の検討

目的：実験 1で得られた色彩の印象にお ける 4 因子を

軸とし て香 り と の 調和性を検討する 。

結果の処理 ：実験 1か ら得られた色彩の各因子得点を

独立変数、実験 ffで得 られた調和評定値 を従属変数 と

して重回帰分析を行 っ た。
結果 ：例えばバ ニ ラに つ い て は 、 調和度 ＝ 1．160x ≦
MILD ＞
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図 1，色彩の 印象 を規定す る 4 因 子を軸 と した香 りとの 調和陛

総合考察
　本研究で得た色彩の印象評定主軸の うち、MILD と

CLEAR は、堀部他 （2006）に よ っ て色彩の 3 属性が

大まか に表現できる主軸として妥当であることが示唆

されて い る。STRONG 、　PREFERNCE は、　Oya皿 a　et

al．（196δ）による f活動性1 「評価性」 と各々 刻，芯さ

せ る こ とが可能と思われ るe よっ て、以上の 4 因子は、
比較的妥当なもの と考え られ る。
　色彩と香 りの 調和度評定には、比較的安定した傾向
が 見 られ た。特に 、色彩の 印象評 定主軸を基に、皇回

帰分析 によっ て 香 りの 調和性に関して検討する こ とで 、
比較的妥当な予測式を算出する こ とが 可能であっ た。
よ っ て印象を介 した色 と香 りの調和性には、何 らか の

法則的傾向を予測するこ とが可能 と思われ る。
　具体的な物の 想起が容易な香 り （柑橘系等）は調和

性判断がし易い傾向が確認 され、具体的事象の
一

致陸

が色と香 りとの 調和度を安定させ る こ とが示唆された 。

参考畑
齋驫 20  5 香 りと色の 組み合わせが もた ら

［
サ心 理 的・生理 的効

　果　　me （）flfA　1〜跚 『（｝i6，82−87
堀部奈都香 ・三浦久美子 ・齋藤美穂 2006 色彩に対す る調和香の検

覊久鉾蠣灘 i嬲 馨り嬲 轍 豚 色のen ，本
　色柔彡学≒会誌　VoL3 ，　No．4　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pp．184『195
三浦久美 子・齋藤美穂　2006b 香 りに対する調和色の 検討　日本色

近髪讌 鸞 鶏聾 デ。 ネ
ー

。
一

。 た め a、tw．心mUPB
　 日本色研事業
Q｝
’amai 　T．，　Soma，1．，雁b血 e，　Tリ＆α両廿wa 。　H ，1965AfaCtar

　   1蜘 纏study σfε戯 面 ve 肥 馴 ）nses 　tO　e・IOrs，　Acta伽 maha ・
　 1，　164−173．

一 143 ［一
．一

　　　　　　　　　　　 I

　 　 　 　 　 　 　 t−　 　 　　 −−］

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


